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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期
第１四半期
連結累計期間

第41期
第１四半期
連結累計期間

第40期

会計期間
自2020年４月１日
至2020年６月30日

自2021年４月１日
至2021年６月30日

自2020年４月１日
至2021年３月31日

売上高 （千円） 225,992 406,184 1,480,042

経常損失（△） （千円） △310,573 △163,211 △781,221

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △323,465 △39,147 △629,153

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △335,810 △26,703 △590,023

純資産額 （千円） 1,352,031 1,189,580 1,097,817

総資産額 （千円） 2,153,330 2,013,086 2,072,008

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）
（円） △62.76 △7.60 △122.07

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 62.8 59.1 53.0

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を

適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

＜北米＞

　当第１四半期連結会計期間において、当社の100％子会社であるWilson Learning Worldwide Inc.（米国）は2021

年４月１日付で当社の100％子会社であるWilson Learning Corporation（米国）を存続会社とする吸収合併により消

滅したため、連結の範囲から除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

 

継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、2020年３月期以降売上高が著しく減少し、重要な営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属す

る当期純損失を計上しました。また、当第１四半期連結累計期間においては、前年同期に比べ売上高は回復傾向に

ありますが、重要な営業損失164,051千円、経常損失163,211千円、親会社株主に帰属する四半期純損失39,147千円

を計上していることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。当

該事象又は状況を解消するために、下記の対応策を実施しておりますが、当社グループの対応策は実施途上にあ

り、今後の事業進捗や追加的な資金調達の状況等によっては、当社の資金繰りに重要な影響を及ぼす可能性がある

ため、継続企業の前提に関する重要な不確実性が存在するものと認識しております。

 

事業等のリスクに記載した重要事象等を解消するための対応策

　当社グループは、上記に記載のとおり、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりま

す。当該事象又は状況を解消するための対応策として、当社グループは以下の施策を実施してまいります。

 

①収益構造の改善

・高収益化体質の確立に向け、営業要員の早期戦力化を図り、利益率の高いライセンス型の案件の提案に引き続き

注力してまいります。

・アフターコロナ時代の新しい研修スタイルを睨んだWebマーケティング投資、リーダーシップ領域、オンライン

研修領域における新規商品群への開発投資を前年度積極的に推進しました。その結果、国内外において複数のお

客様に向けたオンライン研修やアセスメントサービスを発表いたしました。

・当第１四半期連結累計期間の商品開発の結果、日本では2021年７月に、非同期型学習のデジタルコンテンツ・ラ

イブラリーを発表しました。またリーダーシップ領域でのカンファレンスを開催するなど、収益機会の拡大を

図ってまいります。

・販売費及び一般管理費について、人件費や業務委託費の見直しを行い、グループ運営の見直し等により諸経費削

減を推進してまいります。

 

②財務基盤の安定化

　当社グループは、運転資金及び開発投資資金の安定的な確保と維持に向け、グループ内の資金を最大限に有効活

用してまいります。また、投資有価証券の売却を行う等、運転資金の改善に努めております。なお、取引金融機関

に対しても、引き続き協力を頂くための協議を進めていくとともに、資本の増強策の可能性についても検討してお

ります。

 

　なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。
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２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における国内経済は、新型コロナウイルスの感染拡大による複数回の「緊急事態宣

言」の発令や各自治体による自粛要請等により、減退傾向です。グローバルでは、新たな感染拡大も認められます

が、全体傾向としてはワクチン接種が進んでいることもあり、経済活動再開優先の政策が進んでおります。

　人材育成業界におきましても、研修実施が再開され、研修市場は回復を遂げつつあります。

　ヨーロッパ、APACにおいては大幅な回復基調となっておりますが、日本および米国での回復が遅く、当第１四半

期連結累計期間においては、グループ全体では増収になりましたが、営業損失を計上いたしました。

 

①財政状態

(イ) 流動資産

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、17億円（前連結会計年度末は17億３千６百万円）

となり、３千５百万円減少しました。これは、主に受取手形、売掛金及び契約資産（前連結会計年度において

は受取手形及び売掛金）の増加４千９百万円がありましたが、現金及び預金の減少７千６百万円があったこと

によるものです。

(ロ) 固定資産

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、３億１千２百万円（前連結会計年度末は３億３千

５百万円）となり、２千３百万円減少しました。これは、主に投資有価証券の減少１千２百万円があったこと

によるものです。

(ハ) 流動負債

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、５億８千６百万円（前連結会計年度末は７億３千

７百万円）となり、１億５千万円減少しました。これは、主に短期借入金の減少１億８百万円、買掛金の減少

４千７百万円があったことによるものです。

(ニ) 固定負債

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、２億３千６百万円（前連結会計年度末は２億３千

７百万円）となり、０百万円減少しました。これは、主にその他固定負債の増加７百万円がありましたが、

リース債務の減少５百万円があったことによるものです。

(ホ) 純資産

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、11億８千９百万円（前連結会計年度末は10億９千７

百万円）となり、９千１百万円増加しました。これは、主に会計方針の変更に伴う期首剰余金の増加を含む利

益剰余金の増加７千９百万円があったことによるものです。
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②経営成績

　当第１四半期連結累計期間における連結経営成績は、売上高４億６百万円（前年同期比79.7％増）、営業損失

１億６千４百万円（前年同期は３億２百万円の営業損失）、経常損失１億６千３百万円（前年同期は３億１千万

円の経常損失）となっております。また親会社株主に帰属する四半期純損失３千９百万円（前年同期は３億２千

３百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

 

　セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

(イ) 国内

　日本では、当第１四半期連結累計期間の大半の期間中、首都圏など主要な地域で緊急事態宣言下にありま

したが、企業研修のマーケットは回復傾向にあります。オンライン研修の実施も増加した結果、売上高は前

年同期を上回りました。販売管理費については、引き続き経費の節減に努めました。また米国子会社同士の

合併により、当第１四半期連結累計期間では従来の販売管理費に含まれていた研究開発・業務委託費が減少

しております。

　この結果、売上高１億４千１百万円（前年同期比16.5％増）、営業損失６千９百万円（前年同期は１億７

千６百万円の営業損失）となりました。

(ロ) 北米

　米国では、昨年と比較してマーケットは回復傾向にありました。しかしながらコロナ以前にはまだ回復し

ておらず、対顧客への販売の伸びは大きかったものの、日本本社からの開発投資の抑制により北米セグメン

トでの売上高は減少しております。

　販売管理費については、子会社同士の合併等による運営費の節減を継続しております。

　この結果、売上高１億６百万円（前年同期比24.6％減）、営業損失１億４千５百万円（前年同期は１億１

千６百万円の営業損失）となりました。

(ハ) 欧州

　ウィルソン・ラーニング ヨーロッパ（英国）の売上は急速な回復を示しており、コロナ以前の2020年３月

期第１四半期連結累計期間売上高を上回り、大幅な営業利益増となりました。英国市場ではオンラインでの

営業力強化研修のニーズと実施が増えております。ウィルソン・ラーニング フランスも、堅調に売上を確保

し、営業黒字化しております。

　この結果、売上高１億１千９百万円（前年同期比215.8％増）、営業利益３千３百万円（前年同期は９百万

円の営業損失）となりました。

(ニ) 中国

　中国では、コロナ以前より継続していた、営業対象をグローバル企業から現地資本企業にシフトするマー

ケティング策と営業施策が成果を上げ、市況の回復と同時に、急速な売上の回復を遂げて、黒字回復となり

ました。

　この結果、売上高４千万円（前年同期比247.3％増）、営業利益６百万円（前年同期は１千万円の営業損

失）となりました。

(ホ) アジア・パシフィック

　インドでは、長期間のロックダウンが解除され、経済活動は再開されています。いまだに影響は残るもの

の、コロナ以前の2020年３月期第１四半期連結累計期間売上高を上回りました。アジアでは、グループ内で

の受注案件が増加した結果、コロナ以前の2020年３月期第１四半期連結累計期間を上回る売上高を計上いた

しました。

　この結果、売上高３千７百万円（前年同期比519.3％増）、営業利益７百万円（前年同期は１千９百万円の

営業損失）となりました。

 

(2）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。
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(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間においては、販売実績が前年同期比79.7％増加しております。これは主に新型コロナ

ウイルス感染症の影響が世界的に残ってはいるものの、経済活動の回復により、研究開発費の減少の影響を除いて

全セグメントで販売高が回復し、増加したためです。

なお、当社グループは主に人材育成事業を行っているため、生産及び受注に関しては該当事項がありません。

 

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループは、運転資金及び開発投資資金の安定的な確保と維持に向け、グループ内の資金を最大限に有効活

用してまいります。民間の金融機関に対しても、新規の資金融資交渉を行うほか、資本の増強策の可能性について

も検討しております。また、所有する投資有価証券等の売却により手持ち資金の確保にも努めていく予定です。

 

以上の施策を実施するとともに、今後も引き続き有効と考えられる施策につきましては、積極的に実施してまい

ります。しかしながら、収益構造の改善にはアフターコロナ時代における新しい取り組みが含まれていることから

不確実性が認められるとともに、我が国における度重なる緊急事態宣言の影響など、新型コロナウイルス感染拡大

による業績へのマイナス影響は今後も継続する可能性があります。

また、財務基盤の安定化については、新規の資金融資及び資本の増強の可能性などについて継続的に検討してい

るものの、その実現には時間を要しており、確実な見通しが得られている状況ではありません。

 

(7）重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第１四半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経

営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載につ

いて重要な変更はありません。

新型コロナウイルス感染症の影響は、少なくとも2021年９月末頃まで続き、以降ゆるやかに正常化に向かってい

くと仮定し、会計上の見積りを行っておりますが、現時点で全ての影響について合理的に見積り及び予測を行うこ

とは困難な状況であるため、収束時期等によって変動する可能性があります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,230,720

計 17,230,720

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,154,580 5,154,580

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 5,154,580 5,154,580 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2021年４月１日～

2021年６月30日
－ 5,154,580 － 722,698 － 557,452

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2021年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

    2021年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,151,300 51,513 －

単元未満株式 普通株式 2,780 － －

発行済株式総数  5,154,580 － －

総株主の議決権  － 51,513 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、100株（議決権の数１個）含まれて

おります。

 

②【自己株式等】

    2021年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

ウィルソン・ラーニング

ワールドワイド株式会社

東京都港区虎ノ門二丁

目10－１
500 － 500 0.01

計 － 500 － 500 0.01

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2021年４月１日から2021

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,205,997 1,129,059

受取手形及び売掛金 427,823 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 477,370

有価証券 38 38

棚卸資産 12,420 9,042

その他 92,007 88,801

貸倒引当金 △1,833 △3,372

流動資産合計 1,736,453 1,700,941

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 29,876 26,949

工具、器具及び備品（純額） 1,901 1,605

リース資産（純額） 0 0

有形固定資産合計 31,777 28,554

無形固定資産   

ソフトウエア 112 0

無形固定資産合計 112 0

投資その他の資産   

投資有価証券 127,086 115,086

長期貸付金 1,956 1,956

退職給付に係る資産 85,228 78,856

敷金及び保証金 88,830 86,964

繰延税金資産 147 145

その他 5,211 5,341

貸倒引当金 △4,795 △4,760

投資その他の資産合計 303,665 283,590

固定資産合計 335,555 312,144

資産合計 2,072,008 2,013,086
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 105,793 58,562

短期借入金 208,163 100,000

１年内返済予定の長期借入金 15,000 9,900

リース債務 32,588 30,125

未払金 30,815 35,391

未払費用 138,154 177,825

未払法人税等 17,778 9,250

未払消費税等 14,777 11,142

契約負債 － 121,737

前受金 147,541 －

賞与引当金 11,008 9,904

その他 15,568 22,860

流動負債合計 737,190 586,699

固定負債   

長期借入金 100,000 100,000

リース債務 39,896 34,390

繰延税金負債 33,841 31,308

退職給付に係る負債 5,826 5,995

資産除去債務 40,818 40,852

その他 16,616 24,259

固定負債合計 237,000 236,806

負債合計 974,190 823,506

純資産の部   

株主資本   

資本金 722,698 722,698

資本剰余金 557,452 557,452

利益剰余金 △422,801 △343,483

自己株式 △216 △216

株主資本合計 857,133 936,451

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,247 1,247

為替換算調整勘定 239,436 251,881

その他の包括利益累計額合計 240,684 253,128

純資産合計 1,097,817 1,189,580

負債純資産合計 2,072,008 2,013,086
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

売上高 225,992 406,184

売上原価 78,975 107,893

売上総利益 147,017 298,290

販売費及び一般管理費 449,362 462,342

営業損失（△） △302,345 △164,051

営業外収益   

受取利息 192 148

持分法による投資利益 － 20

為替差益 － 641

補助金収入 2,567 －

役員報酬返納額 － 775

雑収入 3,120 302

営業外収益合計 5,881 1,889

営業外費用   

支払利息 680 517

為替差損 12,274 －

支払手数料 209 303

雑損失 945 227

営業外費用合計 14,109 1,048

経常損失（△） △310,573 △163,211

特別利益   

補助金収入 － ※ 108,431

その他 － 17,460

特別利益合計 － 125,891

特別損失   

減損損失 11,320 402

特別損失合計 11,320 402

税金等調整前四半期純損失（△） △321,893 △37,722

法人税、住民税及び事業税 2,437 945

法人税等調整額 △865 480

法人税等合計 1,571 1,425

四半期純損失（△） △323,465 △39,147

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △323,465 △39,147

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

四半期純損失（△） △323,465 △39,147

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △12,344 12,444

その他の包括利益合計 △12,344 12,444

四半期包括利益 △335,810 △26,703

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △335,810 △26,703
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　当社グループは、2020年３月期以降売上高が著しく減少し、重要な営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属す

る当期純損失を計上しました。また、当第１四半期連結累計期間においては、前年同期に比べ売上高は回復傾向に

ありますが、重要な営業損失164,051千円、経常損失163,211千円、親会社株主に帰属する四半期純損失39,147千円

を計上していることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。このような

状況の解消を図るべく、当社グループは、以下の諸施策を遂行することにより、収益構造の改善及び財務基盤の安

定化に取り組んでおります。

 

①収益構造の改善

・高収益化体質の確立に向け、営業要員の早期戦力化を図り、利益率の高いライセンス型の案件の提案に引き続き

注力してまいります。

・アフターコロナ時代の新しい研修スタイルを睨んだWebマーケティング投資、リーダーシップ領域、オンライン

研修領域における新規商品群への開発投資を前年度積極的に推進しました。その結果、国内外において複数のお

客様に向けたオンライン研修やアセスメントサービスを発表いたしました。

・当第１四半期連結累計期間の商品開発の結果、日本では2021年７月に、非同期型学習のデジタルコンテンツ・ラ

イブラリーを発表しました。またリーダーシップ領域でのカンファレンスを開催するなど、収益機会の拡大を

図ってまいります。

・販売費及び一般管理費について、人件費や業務委託費の見直しを行い、グループ運営の見直し等により諸経費削

減を推進してまいります。

 

②財務基盤の安定化

　当社グループは、運転資金及び開発投資資金の安定的な確保と維持に向け、グループ内の資金を最大限に有効活

用してまいります。また、投資有価証券の売却を行う等、運転資金の改善に努めております。なお、取引金融機関

に対しても、引き続き協力を頂くための協議を進めていくとともに、資本の増強策の可能性についても検討してお

ります。

 

　以上の施策を実施するとともに、今後も引き続き有効と考えられる施策につきましては、積極的に実施してまい

ります。しかしながら、収益構造の改善にはアフターコロナ時代における新しい取り組みが含まれていることから

不確実性が認められるとともに、我が国における度重なる緊急事態宣言の影響など、新型コロナウイルス感染拡大

による業績へのマイナス影響は今後も継続する可能性があります。

　また、財務基盤の安定化については、新規の資金融資及び資本の増強の可能性などについて継続的に検討してい

るものの、その実現には時間を要しており、確実な見通しが得られている状況ではありません。

　したがって、継続企業の前提に関する重要な不確実性が存在するものと認識しております。

 

　なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　連結の範囲の重要な変更

　当第１四半期連結会計期間において、当社の100％子会社であるWilson Learning Worldwide Inc.（米国）

は2021年４月１日付で当社の100％子会社であるWilson Learning Corporation（米国）を存続会社とする吸収

合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。
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（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　この適用により、研修に係る知的財産の使用許諾を与えるライセンス販売については、従来は各年度における

請求書を発行した時点で当該請求書の金額に基づき収益を認識しておりましたが、一時点で充足される履行義務

として、顧客がライセンスを使用してライセンスからの便益を享受できるようになった時点で、顧客から受け取

ると見込まれる金額に基づき収益を認識する方法に変更しております。

　また、一部の取引において、従来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認識していましたが、顧客への

財又はサービスの提供に関して当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から受取る額から

仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首利益剰余金が122,056千円増加するとともに、従来の方法に比

べ、当第１四半期連結累計期間の売上高は15,723千円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示

することといたしました。また、「流動負債」に表示していた「前受金」は、「契約負債」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につ

いて新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会

計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る

顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸

表への影響はありません。
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（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りについて）

　当社グループにおいては、当第１四半期連結累計期間の実績等に鑑み、新型コロナウイルス感染拡大の影響

は、少なくとも2021年９月末頃まで続き、以降ゆるやかに正常化に向かっていくと仮定し、今後の資金計画の策

定や、減損損失の判定に用いるなど、一定の仮定のもと会計上の見積りを会計処理に反映しております。

　なお、新型コロナウイルス感染拡大による影響は不確定要素が多く、上記仮定に変化が生じた場合には、当社

グループの財政状態、経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　補助金収入

　海外子会社において受領した、新型コロナウイルス感染症に係る雇用助成金等を補助金収入として計上してお

ります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年６月30日）

減価償却費 750千円 1,690千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

株主資本の金額の著しい変動

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を経過的な取扱いに従って当第１四

半期連結会計期間の期首から適用しております。詳細は、「第４　１．四半期連結財務諸表　注記事項（会計方

針の変更）」に記載のとおりであります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 国内 北米 欧州 中国
アジア・パシ
フィック

合計

売上高       

外部顧客への売上高 110,114 63,772 35,253 11,091 5,759 225,992

セグメント間の内部

売上高又は振替高
11,726 77,750 2,623 511 289 92,900

計 121,841 141,522 37,876 11,603 6,049 318,893

セグメント損失（△） △176,195 △116,437 △9,155 △10,629 △19,221 △331,640

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 △331,640

セグメント間取引消去 29,294

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △302,345

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 国内 北米 欧州 中国
アジア・パシ
フィック

合計

売上高       

外部顧客への売上高 121,752 103,746 111,523 39,850 29,311 406,184

セグメント間の内部

売上高又は振替高
20,215 2,924 8,099 444 8,151 39,835

計 141,967 106,670 119,622 40,294 37,463 446,019

セグメント利益又は

損失（△）
△69,736 △145,963 33,167 6,046 7,330 △169,156

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 △169,156

セグメント間取引消去 5,104

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △164,051

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

（連結子会社間の吸収合併）

　当社は、2021年２月24日開催の当社取締役会において当社の100％子会社であるWilson Learning Corporation

（米国）が、同じく当社の100％子会社であるWilson Learning Worldwide Inc.（米国）を吸収合併することを

決議し、2021年４月１日付で合併致しました。

 

１．取引の概要

（１）結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合企業（存続会社）

名　　称：Wilson Learning Corporation

事業内容：企業内教育研修プログラムの販売

被結合企業（消滅会社）

名　　称：Wilson Learning Worldwide Inc.

事業内容：企業内教育研修プログラム、リサーチプログラムの基礎開発研究及びマーケティングサ

ポート

（２）企業結合日

2021年４月１日

（３）企業結合の法的形式

Wilson Learning Corporationを存続会社とし、Wilson Learning Worldwide Inc.を消滅会社とする吸

収合併

（４）結合後企業の名称

Wilson Learning Corporation（当社の連結子会社）

（５）その他取引の概要に関する事項

　本合併により、当社グループの事業運営の合理化によるコスト削減及び効率化を図るものであります。

 

２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成31年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事

業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成31年１月16日）に基づき、共通支

配下の取引として処理しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

　当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

 （単位：千円）
 

報告セグメント 売上高

国内 121,752

（ライセンス販売） 41,557

（開発サービス） 16,074

（研修サービス） 46,728

（その他） 17,392

北米 103,746

（ライセンス販売） 1,813

（開発サービス） 3,183

（研修サービス） 45,361

（学習プラットフォーム） 22,049

（その他） 31,338

欧州 111,523

中国 39,850

アジア・パシフィック 29,311

顧客との契約から生じる収益 406,184

外部顧客への売上高 406,184

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

１株当たり四半期純損失（△） △62円76銭 △７円60銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）
△323,465 △39,147

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失（△）（千円）
△323,465 △39,147

普通株式の期中平均株式数（株） 5,154,038 5,154,038

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

　（投資有価証券の売却）

　　財務基盤安定化の一環として、７月30日に所有する投資有価証券を106,000千円で売却致しました。これに伴

い2022年３月期第２四半期連結会計期間において、上記に係る売却益30,170千円を特別利益に計上する予定で

す。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年８月13日

ウィルソン・ラーニング ワールドワイド株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松木　　豊　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 関根　義明　　印

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているウィルソン・

ラーニング ワールドワイド株式会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ウィルソン・ラーニング ワールドワイド株式会社及び連結子会社の

2021年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

継続企業の前提に関する重要な不確実性

　「注記事項（継続企業の前提に関する事項）」に記載されているとおり、会社は、2020年３月期以降売上高が著しく減

少し、重要な営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計上しており、当第１四半期連結累計期間にお

いては、前年同期に比べ売上高は回復傾向にあるが、重要な営業損失164,051千円、経常損失163,211千円、親会社株主に

帰属する四半期純損失39,147千円を計上していることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状

況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該事象又は状況に対する

対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前

提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は四半期連結財務諸表に反映されていない。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
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四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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